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宵
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言
葉
使
い
や
仕
草
に
育
ち
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
お
嬢
さ
ん
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
キ
ュ
ッ
と
口
元
に
力
が
入
る
。
三
人
姉
妹
の
末
っ
子

で
一
番
上
の
お
姉
さ
ん
も
か
っ
て
ク
イ
ー
ン
神
戸
に
選
ば
れ
た
。
二
人
の
お
姉
さ
ん
は
考
え
て
か
ら
行
動
す
る
タ
イ
プ
だ
が
、
保
子
さ
ん
は

ま
ず
行
動
に
移
し
て
後
で
考
え
る
方
だ
と
か
。
取
り
つ
き
に
く
い
美
人
と
い
う
よ
り
、
明
る
く
話
し
易
い
可
愛
い
女
の
子
。

松
蔭
女
子
中
高
時
代
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
籍
を
置
き
、
甲
南
女
子
大
へ
入
っ
て
か
ら
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
二
年
間
活
動
し
た
。
昨
年
の
六

月
か
ら
は
四
ヶ
月
間
ア
メ
リ
カ
留
学
の
機
会
が
あ
り
、
日
常
活
動
の
英
会
話
は
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
子
さ
ん
に
は
将
来
、
航
空
会

社
に
勤
め
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
英
語
の
勉
強
を
怠
ら
な
い
。
親
元
を
初
め
て
離
れ
た
留
学
で
両
親
の
有
難
み
と
か
、

自
分
の
欠
点
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
。
代
表
ク
イ
ー
ン
に
選
ば
れ
て
、
数
々
の
公
式
行
事
や
、
使
節
団
と
し
て
海
外
へ
出
か
け
る
こ
と
は

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
神
戸
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
一
杯
あ
る
と
…
…
。

お
茶
、
お
花
、
習
宛
字
を
穂
古
中
。
他
に
写
真
を
撮
る
の
が
趣
味
。
野
球
は
巨
人
フ
ァ
ン
。
芸
能
界
で
好
き
な
男
性
は
石
立
鉄
男
や
水
谷
豊
。

夏
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
好
き
Ｉ
そ
う
い
え
ば
チ
ラ
シ
と
兇
え
た
脚
の
線
が
総
麗
で
し
た
．
甲
南
女
子
大
英
文
料
凶
年
。
（
東
灘
区
在
住
）

英
語
力
を
活
か
し
て
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神戸の港を出航した時に始まります。以来リオとの姉妹都市提携、
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ハ
月
十
四
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
「
黄
金
の
十
八
世
紀
リ
コ
ー
ダ
ー
、
フ
ル
ー
ト
名
曲
選
」
を
開
い
た
”
北
山
隆
さ
ん
。

・
九
四
三
年
芦
屋
生
ま
れ
。
芦
屋
高
校
時
代
に
ブ
ラ
ス
バ
、
ノ
ド
で
い
ろ
ん
な
楽
器
に
触
れ
、
同
時
に
参
加
し
て
い
た
大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
一
緒
に
な
っ
た
の
が
、
現
在
テ
レ
マ
ン
ァ
ン
サ
ン
プ
ル
で
タ
ク
ト
を
振
る
延
原
武
春
氏
。
音
楽
の
道
へ
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
。
延
原
氏
と
と
も
に
テ
レ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
結
成
し
、
活
動
を
続
け
な
が
ら
昭
和
四
十
五
年
に
第
一
回
リ
サ
イ
タ
ル
。
こ
の
年
大

阪
文
化
祭
賞
、
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
プ
賞
を
受
賞
。
昭
和
四
十
九
年
大
阪
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
会
の
海
外
派
遣
文
化
交
流
員
と
し

て
渡
欧
。
以
後
リ
サ
イ
タ
ル
を
重
ね
、
今
回
で
第
四
回
目
。
「
単
純
な
楽
器
だ
か
ら
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
」
と
い
う
リ
コ
ー
ダ
ー
を
一
般
的
に

さ
せ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
の
人
。
「
次
代
の
人
た
ち
が
現
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
は
こ
の
人
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
自
分
の
や
れ
る

こ
と
に
挑
戦
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
難
曲
に
挑
み
、
〃
技
〃
で
勝
負
し
た
。

「
体
力
の
あ
る
限
り
人
を
楽
し
ま
せ
る
音
楽
を
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
神
戸
の
異
人
館
と
か
で
サ
ロ
ン
風
窪
コ
ン
サ
ー
ト
を
定
期
的
に
開
き

た
い
ん
で
す
が
…
…
誰
か
そ
ん
な
会
場
を
提
供
し
て
下
さ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
え
」
と
願
っ
て
い
る
。
（
夙
川
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
て
）

古
楽
器
に
魅
せ
ら
れ
て
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料金お１人様￥1 2 , 0 0 0 使票蔵総曹）
料理フルコースディナー( 2 Ｆレストラン）

＝

ショータイム：第１回７: 3 O P M 第２回９: 3 0 P M
1 F ナイトクラブ
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料金 ＃'１人0ＫＹト, ､ J O D
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日本水中写真作家協会
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●ある集い●

_:疹望=箇設f圭 一

Ｆ
・
Ｉ
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！

を
愛
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
。
水

中
写
真
は
初
め
て
と
い
う
女
性
か
ら
プ

ロ
と
し
て
蝿
年
と
い
う
人
ま
で
キ
ャ
リ

ア
は
様
々
だ
が
、
ス
キ
ン
ダ
イ
バ
ー
と

い
う
だ
け
で
気
心
が
通
じ
る
よ
う
だ
。

水
中
撮
影
は
世
界
中
、
四
季
を
問
わ
ず

可
能
だ
。
副
年
を
目
指
し
て
沖
永
良
部

島
に
シ
ー
ト
ピ
ァ
を
築
こ
う
と
し
て
い

る
。
「
自
然
破
壊
で
は
な
く
、
海
と
魚
た

ち
を
守
る
こ
と
が
信
条
で
あ
る
こ
と
を

多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
会
長
の
林
氏
。
夏
の
写
真
展
へ
む
け

て
皆
、
撮
影
に
余
念
が
な
い
毎
日
だ
。

公
口
わ
せ
て
訓
頁
も
お
読
み
く
だ
さ
い
〉

私
達
は
愛
す
る

海
を
守
り
た
い

出
逢
い
を
大
切
に
、
自
然
を
大
切
に
、

命
を
大
切
に
‐
山
上
が
こ
の
日
本
水

中
写
真
作
家
協
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

昨
春
に
林
仙
樹
、
藤
原
保
之
、
森
田
純

三
の
三
氏
が
さ
ん
ち
か
で
催
し
た
水
中

写
真
展
が
反
響
を
呼
び
、
自
分
達
の
撮

っ
た
水
中
写
真
の
発
表
の
場
が
ほ
し
い

と
い
う
同
志
二
十
余
名
が
集
ま
っ
て
、

こ
の
会
が
結
成
さ
れ
た
。
夏
の
終
わ
り

に
開
か
れ
た
写
真
展
を
見
て
ま
た
会
員

が
増
え
日
本
全
国
よ
り
四
十
五
名
の
海

Ｉ
９
ｉ

謬

卸

堀

寺⑪回弓

ｉ『’

Ａ
ｌ｡《

』

茎哉

,電一簿’
１．ｒＥ

宮 n ｊ『
七

Ｆ

苧．
回画、、
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心の通う店創り

､ にｋ
ＫＯＢＥＮＡＧＯＹＡＴＯＫＹＯ

神戸日建

本社( 設計室）神戸市葺合区御幸通３丁目２－２０P H O N E （0 7 8 ) 2 ５２－１３２１
神戸事業部神戸市葺合区御幸通３丁目２－２０P H O N E （0 7 8 ) 2 5 1 - 3 5 2 5 ㈹
名古屋事業部名古屋市西区牛島町５－５P H O N E （0 5 2 ) 5 ６１－３６１８
東京事業部東京都中央区日本橋３丁目２－１７P H O N E （０３）２７８－１３６９
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｢女と鳥｣(1967）
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＃

察甲－－
邑夕弾一●コウベスナッブ

ユーモアと冒険の世界｢ ミロ展｣ 開催

怪２０世紀最後の巨匠といわれる芸術家、ジョアン・ミロの愛と夢と幻想に満ち
あふれた彫刻7 0 点、版画4 6 点などの代表作を集めた「ミロ展」が去る５月１２
日～６月１０日、兵庫県立近代美術館で開催され、単純明快．天真畑漫、しか
も才知のきらめきに満ちた作品で、入場者を夢の世界へと誘い、魅了させた。

女川1 9 6 7】
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差
ロ
ロ
﹈

〈
美
術
家
〉

イ
メ
ー
ジ
の
神
戸
室
奥
田

お
く
だ
よ
し
み

一
九
三
一
年
京
都
府
に
生
ま
れ
る

国
際
青
年
美
術
家
展
（
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
）

現
代
日
本
美
術
展

現
代
国
際
彫
刻
展
（
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
）

現
代
美
術
の
動
向
展

ジ
ャ
パ
ン
ー
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ー
ト
ー
ナ
ウ
沼
等
腫
出
品

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
元
町
の
裏
通
り
は
外
人
バ
ー
が
密
集
し
て
い
て
、
丁
度
朝
鮮
戦
争
の
最
中
と
い
う
事

も
あ
っ
て
、
米
兵
相
手
の
商
売
で
深
夜
迄
大
変
な
喧
喚
で
あ
っ
た
。
当
時
の
私
は
、
呼
名
以
外
何
一
つ
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
連
中
と
、
そ
の
界
隈
で
過
ご
し
て
い
た
。
顔
見
知
り
の
水
商
売
の
女
達
は
、
濃
い
化
粧
と
派
手
な
服

装
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
英
語
で
、
初
め
の
内
は
近
寄
り
難
く
見
え
た
が
、
親
し
く
な
っ
て
み
る
と
結
構
気
の
い
い

女
が
多
く
、
私
達
と
一
緒
に
よ
く
遊
び
ま
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
全
く
田
舎
ま
る
だ
し
で
、
髪
の

毛
だ
け
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
の
様
に
染
め
た
若
い
女
が
い
て
、
あ
る
時
、
何
か
の
礼
に
と
小
さ
な
リ
ン
ゴ
を
二
つ
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事
や
生
活
の
変
化
が
だ
ん
だ
ん
と
こ
の
地
か
ら
私
を
遠
ざ
け
、
い
つ
の
間
に
か

こ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

数
年
前
健
康
を
害
し
て
か
ら
、
あ
ま
り
酒
が
飲
め
な
く
な
っ
た
私
は
、
滅
多
に
夜
の
街
に
出
か
け
る
こ
と
も

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
先
頃
珍
し
く
友
人
達
と
飲
み
に
出
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ハ
シ
ゴ
酒
の
末
、
た
ま
た
ま
そ

の
バ
ー
街
迄
来
て
み
る
と
、
人
影
も
少
な
く
、
路
地
裏
の
店
は
ほ
と
ん
ど
灯
が
消
え
て
い
た
。
わ
ず
か
に
残
っ

た
ネ
オ
ン
の
明
か
り
の
中
で
ボ
ー
ル
投
げ
を
し
て
遊
ん
で
い
る
一
一
人
の
女
に
、
安
い
か
ら
と
教
え
ら
れ
て
入
っ

た
店
も
、
マ
ダ
ム
と
若
い
女
が
退
屈
そ
う
だ
っ
た
。
飲
み
疲
れ
て
も
う
あ
ま
り
飲
め
な
く
な
っ
た
私
達
の
少
な

い
注
文
に
、
』
気
持
よ
く
応
対
し
て
く
れ
て
帰
り
際
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
丁
寧
に
頭
を
下
げ
て
く
れ
た
ま
だ
十

代
だ
ろ
う
と
思
え
る
女
の
子
の
、
人
の
良
さ
そ
う
な
笑
顔
が
、
一
瞬
、
あ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
髪
の
女
の
顔
と

重
な
り
合
っ
て
、
久
し
振
り
に
飲
ん
だ
酒
で
少
々
酔
い
の
ま
わ
っ
た
私
に
、
忘
れ
て
い
た
二
十
数
年
前
の
神
戸

の
夜
を
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
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